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一　

は
じ
め
に 

―
山
口
素
絢
と
は

　

山
口
素
絢
（
一
七
五
九
〜
一
八
一
八
）
は
、
円
山
応
挙
の
弟
子
で
、
江
戸
時
代
中

頃
に
京
都
を
中
心
に
活
躍
し
た
画
家
で
あ
る
。
長
沢
蘆
雪
や
源
琦
ら
と
並
ぶ
「
応
門

十
哲
」
の
一
人
に
も
数
え
ら
れ
、
和
美
人
画
に
関
し
て
は
円
山
派
の
中
で
も
傑
出
し

た
実
力
者
で
あ
る
。
国
学
者
・
本
居
宣
長
の
門
人
で
、
後
に
宣
長
の
養
子
と
な
っ
た

本
居
大
平
は
、
素
絢
に
つ
い
て
「
京
に
名
だ
た
る
絵
師
た
ち
ば
な
の
も
と
あ
や
」
と

言
い（１
）、

そ
の
活
躍
は
京
都
か
ら
離
れ
た
伊
勢
国
（
現
・
三
重
県
）
に
も
知
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
素
絢
に
関
す
る
伝
記
や
先
行
研
究
は
決

し
て
多
く
は
な
い
。

　

明
治
以
降
、『
國
華
』
に
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
論
題
に

素
絢
の
名
前
が
出
た
の
は
、
木
村
重
圭
氏
に
よ
る
「
山
口
素
絢
―
唐
美
人
図
に
よ
せ

て
―
」（
一
九
七
五
）
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
後
は
木
村
氏
周
辺
で
論
考
さ
れ
た
よ

う
で
、
同
年
に
足
立
巻
一
氏
が
、
殿
村
安
守
や
祇
園
井
特
と
の
関
係
を
取
り
上
げ
た

中
で
素
絢
筆
「
本
居
宣
長
像
」
に
触
れ
ら
れ
て
い
る（
足
立
、
一
九
七
五
年
）。
翌
年
、

再
び
木
村
氏
が
井
特
の
師
と
し
て
素
絢
を
紹
介
さ
れ
た
後
（
木
村
、
一
九
七
六
年
）、

門
脇
む
つ
み
氏
が
『
國
華
』
で
「
夏
冬
白
鷺
図
屏
風
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
の
を

最
後
に
（
門
脇
、
二
〇
〇
四
年
）、
目
立
っ
て
素
絢
を
取
り
上
げ
た
も
の
は
な
い
。

　

伝
記
資
料
を
た
ど
る
と
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
『
画
乗
要
略
』
で
は
字
を

伯
後
と
し
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
版
『
平
安
人
物
志
』
で
は
、
字
を
伯
陵
と
し
、

研
究
論
文

　
　
　

山
口
素
絢
筆
「
百
美
人
図
」
に
つ
い
て
―
関
連
作
品
と
の
比
較
か
ら
―

家　

村　

祐　

香  

　

同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
・
文
化
情
報
学
研
究
科
所
蔵
の
「
百
美
人
図
」
は
、作
者
を
山
口
素
絢
と
伝
え
る
二
巻
の
絵
巻
物
で
あ
る
。
過
去
か
ら
当
世
に
至
る
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
階
層
の
女
性
を
描
い
た
、
美
人
尽
く
し
の
風
俗
画
が
合
わ
せ
て
三
十
図
。
美
人
画
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た
素
絢
の
作
品
の
中
で
も
、
一
際
目
を
引
い
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
を
交
え
て
素
絢
の
略
歴
と
そ
の
画
業
に
触
れ
た
後
、
作
品
の
考
察
を
行
う
。
粉
本
と
な
っ
た
西
川
祐
信
の
絵
本
『
百
人
女
郎
品
定
』
が
、

「
百
美
人
図
」
に
お
け
る
過
去
の
風
俗
図
を
描
く
た
め
の
参
考
と
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
素
絢
に
対
す
る
祐
信
の
影
響
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
ま
た
、「
百
美
人
図
」

の
類
似
作
品
「
粧
婦
集
」
と
の
比
較
か
ら
、
各
図
を
解
釈
す
る
と
と
も
に
、
両
作
品
の
制
作
背
景
に
つ
い
て
も
試
論
を
呈
し
た
い
。
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通
称
は
武
次
郎
、
山
齋
と
号
し
、
祇
園
袋
町
に
住
し
た
と
記
す
。
ま
た
、『
東
山
新

書
画
展
観
』（
一
七
九
七
）で
は
可
吉
と
称
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。『
扶
桑
画
人
伝
』

（
一
八
八
四
年
刊
）
に
は
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
十
月
二
十
四
日
没
と
す
る
。

享
年
六
十
、
法
号
は
名
譽
素
珣
居
士
、
墓
が
京
都
市
三
条
通
川
端
檀
王
法
林
寺
に
現

在
も
残
っ
て
い
る
。

　

素
絢
の
墓
碑
に
は
、
俳
諧
人
の
山
口
羅
人
（
一
六
九
九
〜
一
七
五
二
）
の
名
が
刻

ま
れ
て
お
り
、
素
絢
筆
『
倭
人
物
畫
譜
』（
寛
政
十
一
年
刊
）
の
秋
里
籬
島
に
よ
る

序
文
や
、
素
絢
の
自
画
賛
作
品
か
ら
、
羅
人
が
素
絢
の
祖
父
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
門
脇
氏
の
調
査
に
よ
っ
て
、
山
口
家
は
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
〜

一
七
〇
四
）
ま
で
京
都
の
東
洞
院
に
住
し
、
紅
花
仲
買
問
屋
の
柊
屋
と
し
て
、
代
々

甚
四
郎
あ
る
い
は
甚
右
衛
門
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
門
脇
、

二
〇
〇
四
年
）。
神
沢
杜
口
の
『
翁
草
』
は
「
羅
人
は
、
元
柊
屋
甚
四
郎
と
て
、
富

裕
の
者
な
り
し
」
と
伝
え
、
山
口
家
が
羅
人
の
代
で
衰
退
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
羅
人
は
後
年
、
書
肆
を
営
ん
だ
と
も
言
わ
れ
る
が
定
か
で
は
な
く
、
素
絢
を
呉

服
屋
布
屋
左
兵
衛
の
次
男
と
す
る
資
料（２
）が

残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
年
で
は
山
口

家
が
呉
服
屋
に
転
身
し
た
と
の
見
方
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。

　

出
自
も
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、
素
絢
は
画
中
に
制
作
年
を
あ
ま
り
残
さ
な
い
た

め
、
画
を
始
め
た
時
期
も
、
円
山
派
へ
の
入
門
契
機
も
定
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
応

挙
と
弟
子
ら
に
よ
る
大
乗
寺
障
壁
画
制
作
で
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
は
参

加
し
て
い
る
が
（
３
）、

遡
る
こ
と
八
年
前
の
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）、
二
十
九
歳
の
時

点
で
は
未
参
加
で
あ
る 

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
三
十
代
半
ば
に
は
、
応

挙
の
主
な
弟
子
の
一
人
と
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、『
画
乗
要
略
』
に
「
邦
俗
ノ
婦
女
及
雑
畫
ニ
善
シ
畫
譜
有
リ
」
と
紹

介
さ
れ
る
よ
う
に
、
素
絢
が
円
山
派
随
一
の
和
美
人
画
家
と
し
て
台
頭
し
て
く
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
だ
ろ
う
か
。
和
美
人
画
で
は
な
い
が
、
木
村
氏

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
唐
美
人
図
屏
風
」
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）、
三
十
四

歳
の
作
品
で
あ
る
（
木
村
、
一
九
七
五
年
）。
和
美
人
画
の
制
作
で
は
、
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
の
「
美
人
立
姿
図
」
が
最
初
期
と
思
わ
れ
る
（
４
）。

応
挙
は
そ
の
前
年
に

逝
去
し
て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
の
頃
か
ら
和
美
人
画
の
制
作
が
目
立
つ

よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
紹
介
す
る
「
百
美
人
図
」
も
ま
た
、
伝
え
る
と
こ
ろ

応
挙
没
後
の
四
年
後
に
あ
た
る
作
品
で
あ
る
。

二　

作
品
概
要

　
「
百
美
人
図
」
は
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
・
文
化
情
報
学
研
究
科
所
蔵
、

「
陽
」・「
陰
」
と
題
さ
れ
た
二
巻
か
ら
な
る
絵
巻
物
で
あ
る
。
絹
本
着
色
、
本
紙
は

縦
二
三
・
八
cm
、
横
三
二
・
七
cm
で
、
各
巻
十
五
図
、
合
わ
せ
て
三
十
図
の
う
ち
、
男

性
は
一
人
と
し
て
登
場
せ
ず
、
女
性
ば
か
り
が
描
か
れ
る
。
宮
廷
の
女
性
、
市
井
の

女
性
か
ら
遊
郭
の
遊
女
ま
で
、
様
々
な
階
層
の
女
性
を
描
い
た
、
美
人
総
覧
の
風
俗

図
で
あ
る
。

　

各
巻
と
も
落
款
・
印
章
は
な
い
が
、
箱
書
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

（
蓋
表
）
百
美
人
圖　

山
口
素
絢
筆

（
蓋
裏
）
百
美
人
画　

山
口
素
絢
筆

 
素
絢
京
師
人
圓
山
應
舉
之
門
人
ニ
テ

 
浮
世
画
ニ
名
ア
リ

 

　
　

寛
政
十
一
年
九
月
日
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蓋
表
と
題
簽
に
書
か
れ
た
外
題
に
つ
い
て
は
、
筆
跡
か
ら
同
一
人
物
に
よ
る
も
の

だ
ろ
う
。
蓋
裏
は
後
に
な
っ
て
加
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
制
作
か
ら
そ
れ
ほ
ど

離
れ
た
時
期
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
箱
書
は
い
ず
れ
も
素
絢
の
筆
跡
と

は
異
な
っ
て
い
る
。

　

箱
書
に
従
え
ば
、
制
作
は
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）、
素
絢
四
十
一
歳
の
作
品

で
あ
る
。
年
号
の
み
で
も
十
分
な
と
こ
ろ
、「
九
月
日
」
ま
で
具
体
的
に
書
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
箱
書
の
内
容
の
信
頼
性
は
高
い
も
の
と
考
え
る
。

　

各
図
に
わ
た
っ
て
背
景
は
ほ
と
ん
ど
省
略
さ
れ
る
が
、
衣
装
の
文
様
は
綿
密
に
描

か
れ
、
人
物
の
表
情
や
化
粧
も
丁
寧
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
顔
料
に
目
を
向
け
る

と
、
多
色
で
、
発
色
が
良
く
、
剥
落
は
少
な
い
。
一
部
、
衣
服
に
金
泥
に
よ
る
く
く

り
線
が
引
か
れ
、
文
様
等
に
も
金
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
制
作
の
背
景
は
伝
わ
っ
て

い
な
い
が
、
上
流
階
級
、
あ
る
い
は
経
済
的
に
余
裕
の
あ
る
人
物
に
よ
っ
て
依
頼
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

　

本
作
品
は
、
全
三
十
図
の
う
ち
、
実
に
十
九
図
が
西
川
祐
信
（
一
六
七
一
〜

一
七
五
〇
）
筆
の
絵
本
『
百
人
女
郎
品
定
』
に
倣
っ
て
い
る
。
祐
信
絵
本
に
登
場
す

る
〈
大
原
の
柴
う
り
〉
が
、
構
図
を
変
え
て
「
百
美
人
図
」
に
も
登
場
し
て
い
る
よ

う
に
、
構
図
は
異
な
る
が
同
じ
内
容
を
描
い
た
も
の
を
含
め
る
と
、
ほ
ぼ
全
図
中
に

お
い
て
、
祐
信
画
を
手
本
と
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
（
図
１
・
２
）。

　

祐
信
は
、
素
絢
よ
り
半
世
紀
以
上
前
に
京
都
で
活
躍
し
、
独
自
の
美
人
画
様
式
を

確
立
し
て
一
世
を
風
靡
し
た
浮
世
絵
師
で
あ
る
。
数
多
い
祐
信
絵
本
の
中
で
も
、『
百

人
女
郎
品
定
』
は
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
出
版
さ
れ
た
、
上
・
下
巻
か
ら
な
る

当
世
美
人
尽
く
し
の
風
俗
絵
本
で
、
祐
信
の
出
世
作
で
も
あ
る
。
そ
の
人
気
は
京
都

に
と
ど
ま
ら
ず
、
江
戸
に
ま
で
及
ん
だ
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
素
絢
が
祐
信
絵
本
を
粉

本
に
制
作
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
女
性
ば
か
り
が
描
か
れ

た
風
俗
図
で
二
巻
構
成
、
画
題
に
「
百
」
が
付
く
と
こ
ろ
で
共
通
し
、『
百
人
女
郎

品
定
』
が
そ
も
そ
も
「
百
美
人
図
」
の
制
作
動
機
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
『
百
人
女
郎
品
定
』
図
中
、
女
性
の
側
に
は
、「
女
官
」
や
「
百
姓
女
房
」
の
よ
う

に
対
象
の
身
分
や
職
種
な
ど
の
名
称
が
記
さ
れ
て
お
り
、
一
部
に
関
し
て
は
簡
単
な

説
明
文
も
あ
る
。
一
方
で
、「
百
美
人
図
」
に
は
名
称
や
説
明
文
の
記
載
が
な
い
。

し
か
し
祐
信
絵
本
に
よ
っ
て
そ
の
身
分
・
職
種
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

つ
い
て
は
『
百
人
女
郎
品
定
』
を
参
照
し
て
「
百
美
人
図
」
の
内
容
を
追
っ
て
い

く
と
、
各
巻
各
図
の
女
性
は
左
記
の
通
り
に
特
定
さ
れ
る
。『
百
人
女
郎
品
定
』
の

図
中
に
該
当
せ
ず
、
判
別
の
困
難
な
女
性
に
つ
い
て
は
、
画
題
に
従
い
単
に「
美
人
」

と
の
み
称
す
る
。

・
陽

　
　

一
図
目 
遣
手
・
禿
・
太
夫
・
引
舟

図1　『百人女郎品定』上のうち〈大原の柴うり〉（左）

図2　「百美人図」陽 12図目 大原女
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四
（
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二
図
目 

新
造
・
引
舟
・
遣
手

　
　

三
図
目 

揚
屋
の
花
車
・
天
神

　
　

四
図
目 

美
人
・
芸
子
・
花
車

　
　

五
図
目 

歩
き
巫
女
・
肝
煎
・
舞
子

　
　

六
図
目 

納
涼
美
人
・
少
女

　
　

七
図
目 
芸
子
・
少
女

　
　

八
図
目 
芸
子
（
二
名
）

　
　

九
図
目 

茶
屋
女
・
芸
子
・
花
車

　
　

十
図
目 

湯
女
（
三
名
）

　
　

十
一
図
目 

旅
籠
屋
出
女
・
美
人

　
　

十
二
図
目 

大
原
女
（
三
名
）

　
　

十
三
図
目 

白
川
女
（
二
名
）

　
　

十
四
図
目 

牙
婆
・
美
人
（
二
名
）

　
　

十
五
図
目 

比
丘
尼
（
二
名
）・
少
女
（
二
名
）

・
陰

　
　

一
図
目 

御
子
良
子
・
斎
宮

　
　

二
図
目 

女
官
（
二
名
）

　
　

三
図
目 

神
子
（
二
名
）

　
　

四
図
目 

大
名
の
室
・
大
名
の
娘
・
女
中
・
少
女

　
　

五
図
目 

仲
居
・
腰
元
・
町
人
上
品
の
室

　
　

六
図
目 

武
家
の
娘
・
武
家
の
室
・
大
名
の
姫
君

　
　

七
図
目 

女
祐
筆
・
お
物
師
（
二
名
）

　
　

八
図
目 

女
髪
結
い
・
美
人
・
娘

　
　

九
図
目 

鹿
の
子
結
い
・
綿
摘
み
（
二
名
）

　
　

十
図
目 

機
織
・
糸
巻

　
　

十
一
図
目 

素
麺
の
粉
引
き
（
四
名
）

　
　

十
二
図
目 

百
姓
の
女
房
（
二
名
）・
百
姓
の
娘
・
少
女

　
　

十
三
図
目 

女
中
・
取
上
婆
・
腰
元

　
　

十
四
図
目 

梓
神
子
・
顔
を
覆
う
美
人
（
二
名
）

　
　

十
五
図
目 

豆
腐
茶
屋
の
売
り
子
（
三
名
）

　

以
上
、
描
か
れ
る
女
性
の
数
は
、
少
女
を
含
め
る
と
総
勢
八
十
五
名
。
こ
れ
ら
各

図
の
考
察
に
進
む
前
に
、
先
に
粉
本
で
あ
る
『
百
人
女
郎
品
定
』
に
つ
い
て
考
察
を

行
い
た
い
。

三　
『
百
人
女
郎
品
定
』
と
の
関
連

　

京
都
・
八
文
字
屋
の
出
版
本
に
『
百
人
女
郎
品
定
』
の
最
初
の
予
告
が
出
た
の
は
、

正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
の
出
版
ま
で
、

実
に
八
年
を
要
し
た
。
出
版
が
こ
こ
ま
で
遅
れ
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、

予
告
で
は
「
五
巻
」
で
あ
っ
た
は
ず
の
と
こ
ろ
が
、
出
版
し
て
み
る
と
二
巻
に
な
っ

て
い
た
り
、
丁
付
け
は
乱
れ
、
体
裁
も
不
完
全
、
絵
に
対
す
る
説
明
文
も
ほ
と
ん
ど

欠
い
て
い
た
り
と
（
５
）、

急
い
で
出
版
に
踏
み
切
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
さ
ら
に

本
書
の
出
版
以
降
、
祐
信
は
長
年
に
わ
た
り
親
密
な
関
係
を
続
け
て
き
た
八
文
字
屋

と
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
る
。
そ
の
理
由
も
ま
た
、
憶
測
を
呼
ぶ
ば
か
り
で
あ
る
。

　

不
可
解
な
点
は
多
い
も
の
の
、『
百
人
女
郎
品
定
』
は
、
出
版
さ
れ
る
や
瞬
く
間

に
評
判
を
呼
び
、
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
後
に
禁
書
に
指
定
さ
れ
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て
絶
版
と
な
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
る
が
、
倉
員
正
江
氏
は
、
初
版
・

上
巻
冒
頭
に
「
女
帝
」、「
皇
后
」、「
皇
女
」
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
、
特

に
「
女
帝
」
に
よ
っ
て
連
想
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
禁
忌
に
触
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
て
い
る
（
倉
員
、
二
〇
〇
三
年
）。『
百
人
女
郎
品
定
』
は
後
に
改
刻
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
絶
版
直
後
な
の
か
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
な
の
か
と
い
っ

た
時
期
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
柳
沢
淇
園
が
、
随
筆
『
ひ
と
り
ね
』

（
一
七
二
四
年
刊
）
で
、「
絵
の
名
人
と
い
ふ
は
西
川
祐
信
よ
り
外
に
な
し
」
と
評
し

て
い
る
よ
う
に
、
祐
信
画
が
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
素

絢
も
ま
た
、
そ
の
一
人
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

倉
員
氏
は
『
百
人
女
郎
品
定
』
の
性
質
を
、「
深
窓
の
女
性
に
対
す
る
覗
き
見
的

興
味
を
そ
そ
る
」も
の
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
様
々
な
階
層
の
女
性
を
描
い
た「
百

美
人
図
」
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
な
お
か
つ
「
百
美
人
図
」
は
巻
子
装
で
あ
る

か
ら
、
画
帖
以
上
に
、
始
め
か
ら
一
図
ず
つ
開
い
て
い
く
と
い
う
動
的
な
所
作
が
鑑

賞
者
に
求
め
ら
れ
、
よ
り
い
っ
そ
う
「
覗
き
見
的
興
味
を
そ
そ
る
」
仕
掛
け
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
百
人
女
郎
品
定
』
の
出
版
か
ら
八
年
後
の
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）、
祐
信
は

大
坂
の
版
元
・
毛
利
田
庄
太
郎
か
ら
『
絵
本
常
盤
草
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
上
・
中
・

下
巻
の
三
巻
か
ら
な
り
、
宮
中
の
女
性
か
ら
遊
女
に
至
る
階
層
の
女
性
を
表
し
た
絵

本
で
、『
百
人
女
郎
品
定
』
の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
女
性
風
俗
絵
本
で
あ
る
。
祐
信
は

そ
の
各
巻
末
尾
に
女
性
を
描
く
際
の
注
意
事
項
を
表
し
て
い
る
。例
え
ば
中
巻
で
は
、

　
　

 

当
世
町
女
の
風
俗
を
画
く
に
は
い
か
に
も
委
し
く
書
て
よ
し
、
い
し
や
う
の
着

な
し
も
成
程
身
に
能
そ
ひ
ま
と
ひ
着
て
、
と
り
な
し
を
第
一
と
引
つ
く
ろ
ふ
。

故
に
こ
れ
を
画
く
に
も
其
の
心
得
専
一
な
る
べ
し

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
女
性
風
俗
を
描
く
際
に
は
、
大
名
な
ら
大
名
の
、
百

姓
な
ら
百
姓
の
、
そ
の
人
に
ふ
さ
わ
し
い
衣
装
を
着
せ
、
且
つ
、
色
や
模
様
は
流
行

の
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
言
い
、
浮
世
絵
師
と
し
て
の
祐
信
の
美
人
画
に
対
す

る
厳
し
い
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
浮
世
絵
と
い
う
言
葉
は
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の
菱
川
師
宣
（
？

〜
一
六
九
四
）
の
絵
本
『
月
並
の
あ
そ
び
』
の
初
版
本
の
序
文
に
お
い
て
す
で
に
使

用
例
が
あ
る
が
（
６
）、

祐
信
が
浮
世
絵
師
と
名
乗
っ
た
例
は
な
い
。
祐
信
は
自
ら
を
「
大

和
画
工
」
と
称
し
、
常
に
大
和
絵
を
意
識
し
た
作
画
を
行
っ
て
い
た
。
祐
信
が
師
宣

に
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
師
宣
も
自
身
を
「
大
和
絵
師
」

と
称
し
、
浮
世
絵
師
と
は
つ
い
に
認
め
て
い
な
い
。
仲
田
勝
之
助
氏
は
、
師
宣
の
仕

事
は
「
大
和
絵
の
復
興
」
で
あ
り
、「
当
時
の
大
和
絵
は
浮
世
絵
の
同
義
語
で
、
同

時
の
浮
世
絵
師
は
自
分
の
絵
を
大
和
絵
の
復
興
で
あ
る
と
の
自
覚
を
持
っ
て
い
た
」

と
言
及
さ
れ
て
い
る
（
仲
田
、
一
九
七
七
年
）。
祐
信
は
は
じ
め
狩
野
派
・
土
佐
派

に
画
を
学
ん
で
い
る
か
ら
、
大
和
絵
の
基
礎
を
持
っ
て
師
宣
画
に
接
近
し
、
師
宣
と

同
様
「
大
和
絵
」
を
強
く
意
識
し
た
作
画
を
行
っ
て
い
た
と
見
る
と
、
前
述
し
た
美

人
画
へ
の
徹
底
し
た
態
度
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
の
素
絢
は
、
は
た
し
て
「
大
和
絵
の
復
興
」
ま
で
を
意
識
し
て
、『
百
人
女

郎
品
定
』
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
を
言
え
ば
、「
百
美
人
図
」

に
は
そ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
だ
形
跡
は
な
い
。
素
絢
が
祐
信
に
畏
敬
の
念
を
持
っ
て
い

た
と
し
て
も
、「
大
和
画
工
」
の
そ
の
思
想
に
ま
で
接
近
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。『
百
人
女
郎
品
定
』
は
単
に
好
機
の
対
象
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
粉
本

と
し
て
「
百
美
人
図
」
の
制
作
に
用
い
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

祐
信
が
師
宣
の
画
風
を
取
り
入
れ
て
浮
世
絵
師
に
転
向
し
た
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト

は
、
素
絢
に
は
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
の
だ
が
、
祐
信
ら
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
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素
絢
も
ま
た
日
本
の
風
俗
に
深
い
眼
差
し
を
向
け
て
い
た
こ
と
は
、『
倭
人
物
画
譜
』

（
寛
政
十
一
年
刊
）
や
『
倭
人
物
画
譜　

後
編
』（
文
化
元
年
刊
）
と
い
っ
た
画
譜
の

刊
行
か
ら
も
う
か
が
え
る
。「
百
美
人
図
」
は
、
単
に
華
や
か
な
美
人
図
巻
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
素
絢
の
日
本
風
俗
へ
の
傾
倒
の
も
と
に
成
り
立
つ
作
品
な
の
で
あ
る
。

四　
「
粧
婦
集
」
と
の
比
較

　

個
人
差
は
あ
る
が
、
画
家
に
よ
っ
て
は
主
題
や
構
図
、
姿
態
を
同
じ
と
し
た
類
似
作

品
を
制
作
す
る
こ
と
が
あ
る
。
単
に
画
家
の
都
合
で
あ
っ
た
り
、
依
頼
主
の
意
向
に
よ

る
な
ど
、
理
由
は
様
々
で
あ
る
が
、
素
絢
も
し
ば
し
ば
類
似
作
品
を
手
が
け
て
い
る
。

　

例
と
し
て
、
素
絢
筆
「
楚
蓮
香
図
」
が
あ
る
（
図
３
・
４
）。
こ
の
う
ち
細
見
美
術

館
所
蔵
の
一
幅
（
図
３
）
は
、
落
款
か
ら
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
の
制
作
と
知
ら
れ
、

衣
紋
の
描
き
込
み
や
筆
跡
の
具
合
か
ら
、
図
４
の
そ
れ
よ
り
も
後
年
の
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。両
作
品
を
比
べ
る
と
、
腕
の
位
置
や
衣
装
の
色
・
文
様
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、

構
図
・
人
物
の
姿
勢
に
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
円
山
派
の
下
絵
に
同
じ

構
図
の
「
楚
蓮
香
図
」
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら（
図
５
）、
図
３
・
４
の
「
楚
蓮
香
図
」

は
、
こ
の
下
絵
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。
ま
た
、「
唐
美
人
図
屏

風
」
に
お
け
る
数
点
の
唐
美
人
図
も
ま
た
、
応
挙
作
品
を
粉
本
に
描
か
れ
て
い
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
木
村
、
一
九
七
五
年
）。
こ
の
よ
う
に
、
素
絢
は
構
図
・
姿

態
は
ほ
と
ん
ど
変
え
ず
、
衣
装
や
背
景
に
変
化
を
つ
け
た
類
似
作
品
を
多
く
残
し
て

い
る
。
少
な
く
と
も
美
人
画
に
お
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
決
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
数
多
い
注
文
に
応
じ
る
た
め
の
工
夫
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

同
様
に
、「
百
美
人
図
」
に
も
類
似
作
品
が
存
在
す
る
。「
粧
婦
集
」
と
題
さ
れ
た
こ

の
作
品
は
、
長
年
に
わ
た
り
『
北
攝
岸
上
家
並
某
家
藏
品
大
入
札
會
展
觀
』（
一
九
三
六

図3　 「楚蓮香図」細見美術館蔵（『伊
藤若冲と京の美術』より転載）

図4　 「楚蓮香図」（『國華』282
号より転載）

図5　 「楚蓮香図」下絵（『円山派下
絵集 人物・鳥獣』より転載）
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年
）
に
よ
っ
て
「
粧
美
帖
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
の
み
だ
っ
た
の
だ
が
、
最
近
に
な
っ
て

所
在
が
判
明
し
た
。先
頃
の
発
見
の
た
め
未
見
だ
が
、
知
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と「
粧
婦
集
」

は
山
口
素
絢
筆
、
逸
身
家
伝
来
、
絹
本
着
色
、
本
紙
は
縦
二
三・
七
cm
横
三
二・
九
cm

で
、「
百
美
人
図
」
と
大
き
さ
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
。
二
重
箱
の
蓋
の
表
側
に
は
「
粧
婦

集　

山
口
素
絢
画
」
と
あ
り
、
裏
側
に
は
上
田
耕
冲
（
一
八
一
九
〜
一
九
一
一
）
署
名
で

「
美
人
画
集
」
と
の
箱
書
が
あ
る
。
耕
冲
と
は
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍

し
た
円
山
派
の
画
家
で
あ
る
。
父
で
画
家
の
上
田
耕
夫
は
、
応
挙
門
下
、
祇
園
南
に
住

し
、
素
絢
と
は
年
も
近
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
家
族
ぐ
る
み
で
親
し
い
間
柄
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
外
箱
の
底
面
に
作
品
の
由
来
が
書
か
れ
た
紙
面
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
作
品
は
大
坂
の
両
替
商
、
銭
屋
佐
兵
衛
（
明
治
以
降
、
逸
身

に
改
姓
）
が
素
絢
に
制
作
を
依
頼
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
「
粧
婦
集
」
は
画
帖
仕
立
て
で
、「
百
美
人
図
」
の
よ
う
に
二
巻
に
分
か
れ
ず
一
冊

に
全
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
北
攝
岸
上
家
並
某
家
藏
品
大
入
札
會
展
觀
』
で
は

三
十
図
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
百
美
人
図
」
と
は
全
図
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
た
び
見
つ
か
っ
た
「
粧
婦
集
」
は
、
全
四
十
図
あ
る
と
い
う
。「
百

美
人
図
」
と
一
致
し
な
い
十
図
が
、
偶
然
に
も
展
観
目
録
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
と

は
考
え
難
い
た
め
、
序
文
・
後
付
が
存
在
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う

で
あ
れ
ば
、
制
作
年
の
記
載
、
素
絢
の
落
款
・
印
章
の
存
在
に
も
期
待
し
た
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、「
百
美
人
図
」
と
「
粧
婦
集
」
に
つ
い
て
は
、
両
作
品

の
図
の
順
序
が
一
致
す
る
か
ど
う
か
を
含
め
て
、
今
後
の
調
査
と
し
た
い
。

　

差
し
当
た
り
、
本
稿
で
は
『
北
攝
岸
上
家
並
某
家
藏
品
大
入
札
會
展
觀
』
所
載
の

「
粧
美
帖
」
の
図
を
参
照
す
る
。
た
だ
し
箱
書
に
従
い
、
以
下
、「
粧
美
帖
」
も
「
粧

婦
集
」
と
し
て
画
題
を
統
一
す
る
。

　
「
百
美
人
図
」
全
三
十
図
は
、
女
性
ら
の
立
ち
位
置
や
、
腕
の
角
度
、
衣
紋
線
、

鬢
の
丸
み
の
角
度
ま
で
も
、「
粧
婦
集
」
図
中
の
そ
れ
ら
と
ほ
ぼ
ぴ
っ
た
り
一
致
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
百
美
人
図
」
と
「
粧
婦
集
」
に
は
、「
楚
蓮
香
図
」
の

よ
う
な
下
絵
が
存
在
し
た
か
、
あ
る
い
は
一
方
の
作
品
を
粉
本
に
引
き
写
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
人
物
に
限
っ
て
の
こ
と
で
、
図
６
・
７
の
よ
う
に
、

図6　「百美人図」陽 6図目 納涼美人

図7　 「粧婦集」のうち（『北攝岸上家並某
家藏品大入札會展觀』より転載）

図8　「百美人図」陰 1図目 斎宮・御子良子

図9　 「粧婦集」のうち（『北攝岸上家並某
家藏品大入札會展觀』より転載）
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「
粧
婦
集
」
に
の
み
背
景
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
図
も
あ
る
。
ま
た
、
同
じ

背
景
が
描
か
れ
て
い
て
も
、
例
え
ば
図
８
・
９
の
斎
宮
の
野
宮
参
宮
の
図
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
鳥
居
の
位
置
や
注
連
縄
に
下
る
紙
垂
の
数
、
小
柴
垣
の
幅
な
ど
が
異
な

る
な
ど
、
背
景
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
両
作
品
で
一
致
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
背
景
に
は
決
ま
っ
た
下
絵
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
衣
装
の
文
様

も
、「
楚
蓮
香
図
」
と
同
様
、
作
品
そ
れ
ぞ
れ
で
自
由
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
こ
ま
で
の
「
粧
婦
集
」
と
の
類
似
点
と
相
違
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、

「
百
美
人
図
」
の
考
察
を
進
め
て
行
き
た
い
。

五　

各
巻
考
察

・
陽

　

陽
の
巻
は
、
は
じ
め
一
〜
三
図
目
で
遊
郭
の
遊
女
ら
を
表
す
。
一
図
目
は
太
夫
道

中
の
様
子
だ
が
、「
粧
婦
集
」
に
描
か
れ
る
背
景
に
、〈
出
口
の
柳
〉
と
〈
さ
ら
ば
垣
〉

が
描
か
れ
、
こ
れ
ら
が
島
原
の
特
徴
を
表
す

こ
と
か
ら
、
場
所
は
島
原
遊
郭
で
あ
る
と
特

定
で
き
る
。
ち
な
み
に
本
図
に
関
し
て
は
、

『
倭
人
物
画
譜
』（
寛
政
十
一
年
刊
）
に
も
、

同
じ
背
景
・
同
じ
姿
態
の
島
原
太
夫
の
図
が

あ
る
。「
粧
婦
集
」
は
大
坂
の
銭
屋
佐
兵
衛

が
依
頼
主
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
新
町

遊
郭
で
は
な
く
島
原
を
描
い
て
い
る
の
は
、

や
は
り
素
絢
の
意
向
な
の
だ
ろ
う
か
。な
お
、

『
百
人
女
郎
品
定
』
で
は
、
吉
原
・
新
町
・

島
原
の
三
遊
郭
の
遊
女
ら
が
登
場
し
て
い
る
。

　

四
図
目
が
島
原
の
郭
内
か
は
、
判
断
が
難
し
い
（
図
10
）。
お
そ
ら
く
は
揚
屋
か

茶
屋
の
芸
子
ら
だ
ろ
う
。『
守
貞
謾
稿
』
に
「
京
阪
島
原
新
町
其
他
祇
園
島
之
内
以

下
諸
所
の
芸
子
、
皆
専
ら
色
を
売
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
島
原
の
外
、
祇
園
や
そ
の

他
の
花
街
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　

五
図
目
に
な
る
と
、
各
地
を
遍
歴
す
る
歩
き
巫
女
が
登
場
し
、
以
降
十
四
図
目
ま

で
は
市
井
の
女
性
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
三
味
線
を
奏
で
る
舞
子
、
上
半
身
を
大

胆
に
開
け
て
化
粧
を
す
る
女
性
や
、
遠
く
大
原
か
ら
薪
を
売
り
に
や
っ
て
く
る
大
原

女
の
道
中
（
図
２
）
な
ど
、
洛
中
か
ら
洛
外
に
至
る
、
少
女
か
ら
中
年
層
の
女
性
ま

で
が
多
様
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
五
図
目
と
十
四
図
目
で
は
、
図
中
の
女
性
ら
が
背
中
を
向
き
合
っ
て
い

る
構
図
が
目
に
留
ま
る
（
図
11
・
12
）。
第
五
図
中
で
は
歩
き
巫
女
と
、
舞
子
・
肝

煎
（
世
話
人
）
が
背
中
合
わ
せ
に
描
か
れ
る
。
第
十
四
図
中
、
頭
に
荷
物
を
乗
せ
る

図10　 「百美人図」陽 4図目 芸子ほか

図11　「百美人図」陽 5図目 歩き巫女ほか

図12　「百美人図」陽 14図目 牙婆ほか
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女
性
は
、『
百
人
女
郎
品
定
』
に
も
登
場
す
る
牙
婆（
物
品
売
買
の
仲
介
者
）で
あ
る
。

真
ん
中
に
位
置
す
る
女
性
は
目
を
閉
じ
、
手
を
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
目
が
不

自
由
な
の
だ
ろ
う
。
歩
き
巫
女
と
二
人
の
女
性
、
牙
婆
と
二
人
の
女
性
と
が
、
そ
れ

ぞ
れ
同
じ
図
中
に
存
在
す
る
不
自
然
さ
は
、
あ
え
て
背
中
を
向
け
て
二
分
割
と
す
る

構
図
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
彼
女
ら
を
あ
え
て
描
く
必
要
は

な
く
、
説
明
が
不
十
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
本
稿
で
は
結
論
が
難
し
い
。「
粧

婦
集
」
の
解
明
を
待
っ
て
、
今
後
の
論
点
と
し
た
い
。

　

さ
て
、
陽
の
巻
一
〜
十
四
図
目
ま
で
は
、
そ
の
髪
型
や
衣
装
に
よ
っ
て
当
世
の
女

性
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
半
世
紀
前
の
『
百
人
女
郎
品
定
』
か
ら
借
用
し

た
図
で
あ
っ
て
も
、
人
物
は
当
世
風
に
整
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
十
五
図
目

の
比
丘
尼
は
、
そ
も
そ
も
素
絢
の
時
代
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
女
性
た

ち
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
十
五
図
目
の
み
は
過
去
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
陽
」
と
「
陰
」
の
二
巻
で
構
成
さ
れ
る
「
百
美
人
図
」
は
、
お
お
か
た
「
陽
」
が

第
一
巻
、「
陰
」
が
第
二
巻
と
し
て
み
な
さ
れ
る
。
続
い
て
陰
の
巻
を
見
て
み
よ
う
。

・
陰

　

陰
の
巻
は
、
斎
宮
が
野
宮
に
入
る
場
面
か
ら
始
ま
る
（
図
８
）。
十
四
世
紀
の
頃

に
は
斎
王
制
度
は
廃
絶
し
て
い
る
た
め
、
素
絢
か
ら
す
る
と
歴
史
上
の
出
来
事
で
あ

る
か
ら
、
本
図
は
陽
の
巻
十
五
図
目
と
同
じ
く
、
過
去
の
風
俗
を
描
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
先
に
結
論
を
述
べ
る
と
、
陰
の
巻
は
一
〜
十
四
図
目
が
過
去
、

十
五
図
目
で
当
世
を
捉
え
て
お
り
、
陽
の
巻
と
真
逆
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

陰
の
巻
は
、
陽
の
巻
に
比
べ
て
『
百
人
女
郎
品
定
』
の
図
に
そ
の
ま
ま
倣
っ
て
い

る
も
の
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
陽
の
巻
で
は
『
百
人
女
郎
品
定
』
の
女
性
を
あ
え
て

当
世
風
に
修
正
し
て
い
た
の
に
対
し
、
陰
の
巻
で
は
、
祐
信
画
に
描
か
れ
て
い
る
過

去
の
風
俗
に
従
っ
て
描
い
て
い
る
。

　

二
図
目
は
祐
信
画
の
借
用
で
は
な
い
が
、『
倭
人
物
画
譜　

後
編
』（
文
化
元
年
刊
）

に
該
当
す
る
図
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
陰
の
巻
は
ほ
ぼ
全
図
に
お
い
て
粉
本
が

存
在
し
、
基
本
的
に
は
そ
れ
ら
に
従
っ
て
描
か
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
図

13
・
14
）。
陰
の
巻
が
大
部
分
で
祐
信
画
を
引
用
し
て
い
る
の
は
、
現
実
に
写
生
の

で
き
な
い
過
去
の
風
俗
で
構
成
さ
れ
る
が
ゆ
え
の
こ
と
だ
ろ
う
。

　

一
〜
三
図
目
は
神
職
の
女
性
、
四
図
目
以
降
は
お
お
よ
そ
社
会
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

の
上
層
か
ら
順
に
並
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
後
半
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
ま

た
、〈
大
原
女
〉
の
よ
う
に
、
す
ぐ
さ
ま
京
都
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
よ
う
な
図
が
、

陽
の
巻
に
比
べ
て
少
な
い
。

　

十
五
図
目
に
関
し
て
は
、
祇
園
の
豆
腐
茶
屋
で
あ
る
と
わ
か
る
（
図
15
）。「
粧
婦

集
」
で
は
、
仲
居
の
女
性
が
あ
お
ぐ
団
扇
に
「
中
」
の
文
字
の
入
っ
た
傘
印
が
見
ら

れ
、
江
戸
時
代
に
八
坂
神
社
前
で
祇
園
豆
腐
を
提
供
し
て
い
た
中
村
屋
を
意
識
し
た

図13　「百美人図」陰 2図目 女官

図14　『倭人物画譜 後編』（文化元年刊）のうち
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も
の
と
思
わ
れ
る
（
７
）。
豆
腐
茶
屋
は
祐
信

の
時
代
に
は
す
で
に
あ
り
、『
百
人
女

郎
品
定
』
に
も
登
場
す
る
が
、「
百
美

人
図
」
に
描
か
れ
る
売
り
子
た
ち
は
、

全
員
髪
型
が
当
世
風
で
あ
る
。
陽
の
巻

の
十
五
図
目
は
突
如
、
そ
れ
ま
で
の

当
世
の
様
子
か
ら
過
去
に
転
じ
た
が
、

陰
の
巻
で
は
過
去
か
ら
当
世
に
戻
り
、

両
巻
を
延
々
と
巡
っ
て
い
く
よ
う
な

仕
掛
け
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思

え
る
。
巻
名
を
「
上
」・「
下
」
と
せ
ず
、「
陽
」・「
陰
」
と
す
る
の
は
、
過
去
や
当
世
、

ま
た
階
層
に
上
下
な
く
、
陽
と
陰
は
表
裏
一
体
で
あ
る
と
い
う
意
が
あ
る
よ
う
に
も

感
じ
ら
れ
る
の
は
、
行
き
過
ぎ
た
想
像
だ
ろ
う
か
。

六　

結
語

　

耕
冲
が
箱
書
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、「
百
美
人
図
」
お
よ
び
「
粧
婦
集
」
は
、
過

去
か
ら
素
絢
の
時
代
ま
で
の
女
性
風
俗
を
網
羅
し
た
、
ま
さ
に「
美
人
画
集
」で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
応
挙
が
没
し
た
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
以
降
、
素
絢
の

和
美
人
画
制
作
は
本
格
化
し
て
い
く
が
、「
美
人
画
集
」
と
題
さ
れ
る
ほ
ど
の
和
美
人

画
作
品
は
、
管
見
の
限
り
、「
百
美
人
図
」・「
粧
婦
集
」
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。

　
「
百
美
人
図
」
以
降
の
素
絢
作
品
に
は
、
祐
信
画
の
影
響
は
見
ら
れ
な
い
。
従
っ

て
『
百
人
女
郎
品
定
』
は
、「
百
美
人
図
」
制
作
に
際
し
て
、
過
去
の
風
俗
を
描
く

た
め
に
必
要
だ
っ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、『
百
人
女
郎
品
定
』
を
基

に
し
て
、「
百
美
人
図
」
が
制
作
さ
れ
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

前
述
に
お
い
て
、「
百
美
人
図
」
は
経
済
的
な
力
を
持
つ
依
頼
人
に
よ
る
制
作
と

仮
定
し
た
が
、「
粧
婦
集
」
の
依
頼
人
と
さ
れ
る
銭
屋
佐
兵
衛
が
、
そ
の
ま
ま
「
百

美
人
図
」
の
依
頼
人
で
も
あ
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。
素
絢
が
大
坂
の
両
替
商
の

大
店
の
依
頼
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
に
も
、
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。『
百
人
女
郎
品
定
』
を
粉
本
に
し
た
制
作
を
思
い
つ
い
た
の
は
、
あ
る
い
は

こ
の
銭
屋
佐
兵
衛
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
は
「
粧
婦
集
」
に
つ
い
て
の
調

査
を
進
め
、「
百
美
人
図
」
の
さ
ら
な
る
解
明
に
繋
げ
た
い
。

　
「
百
美
人
図
」
に
描
か
れ
る
女
性
た
ち
の
表
情
は
実
に
明
る
い
。
彼
女
た
ち
は
、
身

分
職
種
に
と
ら
わ
れ
ず
、
画
中
で
生
き
生
き
と
美
し
い
輝
き
を
放
ち
、
見
る
者
を
瞬

く
間
に
そ
の
世
界
へ
と
惹
き
込
ん
で
い
く
。
素
絢
は
後
年
、
艶
や
か
で
ア
ク
の
強
い
特

徴
的
な
美
人
風
俗
画
を
確
立
す
る
が
、「
百
美
人
図
」
は
ま
だ
ま
だ
そ
の
境
地
に
は
至

ら
な
い
。
し
か
し
、
生
涯
に
わ
た
り
日
常
の
風
景
や
人
々
の
生
活
に
目
を
向
け
続
け

た
素
絢
が
、
当
世
女
性
を
真
摯
に
捉
え
よ
う
と
試
み
た
初
期
の
作
品
と
し
て
、「
百
美

人
図
」
は
確
か
な
存
在
感
を
も
っ
て
彼
の
画
業
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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本
美
術
工
芸
』
四
四
五
号
）

・ 

細
見
美
術
館
、
二
〇
一
四
年
、『
京
都
細
見
美
術
館 

伊
藤
若
冲
と
京
（
み
や
こ
）
の
美
術

―
細
見
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
精
華
』（
青
幻
舎
）

図15　 「百美人図」陰 15 図目 豆腐茶屋
の売り子
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十
一
巻
一
号
（
平
成
二
十
七
年
十
一
月
）

一
一
（
76
）

・ 

門
脇
む
つ
み
、
二
〇
〇
四
年
、「
夏
冬
白
鷺
圖
屏
風
」（『
國
華
』
一
三
〇
六
号
）

・ 

木
村
重
圭 

、
一
九
七
六
年
、「
焔
の
系
譜
―
祇
園
井
特
か
ら
上
村
松
園
ま
で
―
」 （『
三
彩
』

三
五
二
号
） 

・ 

木
村
重
圭 

、
一
九
七
五
年
、「
山
口
素
絢
―
唐
美
人
図
屏
風
に
よ
せ
て
―
」（『
日
本
美
術

工
芸
』
四
三
六
号
）

・ 

倉
員
正
江 

、
二
〇
〇
三
年
、「
出
版
規
制
と
草
紙
類
の
刊
行
を
め
ぐ
っ
て
―
八
文
字
屋
刊

『
百
人
女
郎
品
定
』
の
場
合
―
」（『
国
文
学
研
究
』
一
三
九
号
）

・ 

仲
田
勝
之
助
、
一
九
七
七
年
、『
絵
本
の
研
究
（
復
刻
版
）』（
八
潮
書
店
）

・ 

松
平
進
、
一
九
七
七
年
、「
祐
信
絵
本
の
版
行
と
普
及
」（『
浮
世
絵
芸
術
』
五
三
号
）

・ 

松
平
進
、
一
九
九
六
年
、「
浮
世
絵
―
上
方
か
ら
の
視
点
」『
肉
筆
浮
世
絵
大
観
七
（
万
野

美
術
館
）』）

・ 

楢
崎
宗
重 

、
一
九
八
〇
年
、「
菱
川
師
宣
（
江
戸
）
と
西
川
祐
信
（
京
都
）
―
浮
世
絵
派

形
成
へ
の
寄
与
―
」（『
風
俗
』
十
九 

号
（
三
・
四
））

・ 

高
井
琮
玄
、
一
九
九
七
年
、『
円
山
派
下
絵
集
４
』（
光
村
推
古
書
院
）

注（
１
） 

足
立
巻
一
「
石
た
ち
の
象
徴
―
14
―
篠
斎
・
井
特
・
素
絢
―
下
―
」（『
日
本
美
術
工
芸
』

四
四
四
号
、
一
九
七
五
年
）
お
よ
び
、
木
村
重
圭
「
焔
の
系
譜
―
祇
園
井
特
か
ら
上
村

松
園
ま
で
―
」（『
三
彩
』
三
五
二
号
、
一
九
七
六
年
）
参
照
。
大
平
の
文
章
は
、
本
居

宣
長
記
念
館
蔵
の
宣
長
七
十
二
歳
像
の
箱
中
、
本
居
清
造
（
一
八
七
三
〜
一
九
五
八
）

が
、
本
図
に
つ
い
て
集
め
た
資
料
の
一
つ
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
） 

宮
島
新
一
「
画
流
の
形
成
と
継
承
―
円
山
・
四
条
派
と
原
・
岸
派
―
」（『
日
本
屏
風
絵

集
成
八　

花
鳥
画
』
講
談
社
、
一
九
七
八
年
）
参
照
。
こ
こ
に
お
け
る
資
料
と
は
、
東

山
七
条
の
新
日
吉
神
社
に
伝
わ
る
『
芦
庵
文
庫
』
の
う
ち
の
一
つ
で
、「
土
佐
土
佐
守
」

「
鶴
澤
探
索
」
の
名
前
が
記
さ
れ
た
表
題
な
し
の
一
冊
子
の
こ
と
で
あ
る
。
宮
島
氏
に

よ
る
と
、
本
書
は
寛
政
造
内
裏
の
際
、
各
画
家
か
ら
の
願
書
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

百
二
十
一
名
の
画
家
の
名
前
、
出
自
、
師
弟
関
係
、
宮
中
で
の
画
歴
の
有
無
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
、「
圓
山
主
水
弟
子
權
九
郎
事　

山
口
貫
次
郎
」
の
項
に
、「
布
屋

佐
兵
衛
与
申
呉
服
商
賣
仕
候
町
人
之
次
男
ニ
而
幼
年
よ
り
画
執
行
仕
画
師
ニ
相
成
他
之

業
相
兼
不
申
候
勿
論
兄
作
兵
衛
与
申
者
當
時
右
商
賣
之
相
續
仕
罷
在
候
尤
此
度
始
御
用

奉
願
候
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
素
絢
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
３
） 

大
乗
寺
・
鴨
の
間
小
壁
四
面
に
素
絢
筆
「
蛾
蝶
図
」
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
。

（
４
） 『T

he U
ninhibited Brush

』（
一
九
七
四
年
）
所
載

（
５
） 

松
平
進
、「
祐
信
絵
本
の
版
行
と
普
及
」（『
浮
世
絵
芸
術
』
五
三
号
、
一
九
七
七
年
）
参
照

（
６
） 

松
平
進 

「
浮
世
絵
―
上
方
か
ら
の
視
点
」 （『
肉
筆
浮
世
絵
大
観
七
（
万
野
美
術
館
）』 

一
九
九
六
年
）
参
照

（
７
） 

当
時
、
八
坂
神
社
に
は
、
鳥
居
を
挟
ん
で
西
側
に
「
藤
屋
」、
東
側
に
「
中
村
屋
」
と
い
う
豆

腐
茶
屋
が
あ
り
、
豆
腐
に
二
本
の
串
を
刺
し
、
横
に
し
て
焼
い
て
白
味
噌
を
つ
け
て
提
供
し

て
い
た
。
こ
れ
が
い
か
に
も
京
都
風
と
し
て
、
参
拝
に
訪
れ
る
旅
人
に
喜
ば
れ
た
と
い
う
。
本

作
品
図
中
で
も
、
豆
腐
に
は
二
本
の
串
を
刺
し
、
横
に
し
て
焼
い
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。

附　

記

　

本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
度
に
同
志
社
大
学
大
学
院
文
化
情
報
学
研
究
科
に
提
出
し

た
修
士
論
文
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
す
。
作
品
調
査
お
よ
び
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ

て
は
、
同
志
社
大
学
の
狩
野
博
幸
教
授
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な

が
ら
こ
こ
に
記
し
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


